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〇 離 島 振 興 法 は 、昭 和 28 年 の 制 定 以 来 、6 回 の 延 長 が な さ れ て お り 、平

成 25 年 4 月 か ら 施 行 さ れ て い る 現 行 の 離 島 振 興 法 で は 、「 離 島 に お け

る 人 口 の 著 し い 減 少 の 防 止 並 び に 離 島 に お け る 定 住 の 促 進 」 な ど を 目

的 と す る 、ソ フ ト 施 策 を 中 心 と し た 基 本 的 施 策 の 充 実 が 図 ら れ て い る 。 

〇 昭 和 28 年 か ら 平 成 26 年 ま で の 対 馬 の 離 島 振 興 事 業 費 は 、 7,541 億 円

（ う ち 国 費 4,694 億 円 ）。 県 全 体 の 31.5％ （ 国 費 ベ ー ス で 31.3％ ） を

占 め る 。  

〇 特 に 重 要 な 役 割 を 担 う 離 島 と し て 「 国 境 離 島 」 の 振 興 に 関 す る 新 法 の

早 期 制 定 に つ い て 、 県 及 び 関 係 市 町 が 一 体 と な っ て 取 り 組 ん で い る 。  

○ 地 域 資 源 や 韓 国 と の 地 理 的 条 件 、 交 流 の 歴 史 を 最 大 限 に 活 か し た 地 域

づ く り に 向 け て 、 行 政 と 民 間 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 

第 1 節  離 島 振 興  

 

1． 離 島 振 興 法 と そ の 実 績    

離 島 住 民 の 悲 願 で あ っ た 離 島 振 興 法 （ 昭 和 28 年 7 月 22 日 法 律 第 72

号 ） が 、 10 年 間 の 時 限 立 法 と し て 制 定 さ れ て 以 来 、 10 年 ご と に 6 回 の

延 長 が 行 わ れ 、こ れ ま で さ ま ざ ま な 離 島 振 興 施 策 が 実 施 さ れ て き て い る 。

平 成 25 年 4 月 か ら 施 行 さ れ て い る 現 行 法 で は 、 目 的 に 「 離 島 に お け る

人 口 の 著 し い 減 少 の 防 止 並 び に 離 島 に お け る 定 住 の 促 進 」に つ い て 明 示

さ れ た ほ か 、ソ フ ト 施 策 を 中 心 と し た 基 本 的 施 策 の 充 実 が 図 ら れ て い る 。 

長 崎 県 で は 、 離 島 振 興 法 第 4 条 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 25 年 4 月 1 日

か ら 平 成 35 年 3 月 31 日 を 計 画 期 間 と す る 、「 長 崎 県 離 島 振 興 計 画 」 を

策 定 。自 立 的 発 展 の 基 盤 確 保 と 不 利 条 件 の 解 消 な ど 5 つ の 基 本 的 方 向 性

を 設 定 し 、具 体 的 な 施 策 を 実 施 す る こ と に よ り 、基 本 理 念 で あ る「 し ま

は 日 本 の 宝  明 日 に つ な ぐ し ま づ く り 」の 実 現 に 向 け て 取 り 組 ん で い る 。 
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第 16‐ 1 表  対 馬 に お け る 離 島 振 興 事 業 実 績 （ 一 括 計 上 分 ）  

事 業 項 目 
昭 和 28 年 度 ～ 平 成 21 年 度  平 成 22 年 度 実 績  平 成 23 年 度 実 績  

事 業 費  国 費  事  業  費     国   費  事  業  費     国   費  

河   川  2 9 , 7 7 6 , 9 2 9  1 2 , 8 4 1 , 4 2 5  1 6 5 , 8 9 6  8 2 , 9 4 8   2 2 0 , 0 4 4  1 1 0 , 0 2 2   

ダ   ム  2 8 , 5 7 8 , 4 1 4  1 4 , 0 9 5 , 0 1 6  0  0   7 1 2 4  3 , 5 1 2   

砂   防  1 0 , 3 6 5 , 9 8 6  5 , 9 5 0 , 7 5 3  8 5 , 9 0 3  4 2 , 9 5 1   5 0 , 0 9 6  2 5 , 0 4 8   

治   山  7 , 7 1 7 , 9 9 1  3 , 9 8 0 , 0 0 9  4 8 9 , 5 3 6  2 4 4 , 7 6 7   3 2 2 , 5 5 7  1 9 0 , 4 2 7   

建 設 海 岸  4 , 5 3 3 , 1 8 4  2 , 4 6 3 , 4 9 7  0  0   0  0   

港 湾 海 岸  7 , 8 3 4 , 0 8 8  3 , 6 6 5 , 6 4 7  0  0   0  0   

漁 港 海 岸  1 3 , 6 4 0 , 5 5 2  6 , 7 4 6 , 8 4 7  7 2 , 3 6 6  3 9 , 8 0 1   2 1 2 , 6 6 6  1 1 3 , 2 9 8   

農 地 海 岸  6 , 2 8 0 , 3 6 3  3 , 0 4 8 , 9 1 5  0  0   0  0   

道   路  1 6 5 , 3 7 9 , 1 6 8  9 7 , 1 9 1 , 2 7 5  1 , 7 5 4 , 8 9 5  1 , 0 7 3 , 4 3 0   1 , 5 1 6 , 4 4 4  7 9 9 , 2 4 7   

街   路  3 , 3 3 9 , 7 9 1  1 , 7 5 9 , 0 5 8  1 1 8 , 8 9 1  7 6 , 2 9 8   7 5 , 4 6 9  4 1 , 5 0 8   

港   湾  7 9 , 6 1 5 , 1 2 9  5 9 , 3 7 0 , 2 9 4  1 , 1 9 7 , 7 2 9  7 4 1 , 1 9 8   6 8 2 , 8 4 7  4 1 0 , 3 9 9   

空   港  1 0 , 9 4 2 , 8 7 8  9 , 8 5 1 , 4 5 3  0  0   1 1 , 9 0 8  1 1 , 9 0 8   

区 画 整 理  0  0  0  0   0  0   

水 産 基 盤  2 2 1 , 5 7 5 , 4 2 0  1 6 7 , 2 5 7 , 8 6 9  2 , 6 3 2 , 8 4 5  1 , 5 5 8 , 3 7 7   2 , 6 9 3 , 4 9 6  1 , 6 2 0 , 6 8 5   

農 業 基 盤  3 0 , 5 6 8 , 2 6 9  1 6 , 2 9 9 , 5 2 0  0  0   0  0   

造   林  2 2 , 8 1 1 , 5 0 4  6 , 8 6 0 , 2 3 6  7 2 7 , 2 5 3  1 8 8 , 9 8 1   5 4 8 , 6 2 6  1 6 5 , 6 8 8   

林   道  1 7 , 1 7 9 , 0 7 6  8 , 8 7 7 , 6 6 5  7 8 , 6 6 0  3 9 , 3 3 0   1 3 3 , 3 4 0  6 6 , 6 7 0   

都 市 公 園  1 0 , 3 0 1 , 0 5 0  5 , 0 0 5 , 0 0 0  0  0   0  0   

下  水  道  1 2 9 , 5 0 0  5 0 , 8 0 0  0  0   0  0   

水 道 施 設  2 1 , 5 0 1 , 1 3 3  1 0 , 6 5 3 , 5 6 6  2 7 7 , 8 0 0  1 3 8 , 9 0 0   1 8 0 , 4 0 0  9 0 , 2 0 0   

廃  棄  物  1 3 , 0 1 5 , 4 0 4  5 , 1 0 0 , 9 9 4  3 3 , 4 6 8  1 0 , 0 6 8   1 3 , 3 3 4  1 3 , 3 3 2   

電 気 導 入  2 1 1 , 2 8 3  5 8 , 6 5 2  0  0   0  0   

対  馬  計  7 0 5 , 2 9 7 , 1 1 2  4 4 1 , 1 2 8 , 4 9 1  7 , 6 3 5 , 2 4 2  4 , 2 3 7 , 0 4 9   6 , 6 6 8 , 3 5 1  3 , 6 6 1 , 9 4 4   

県   計  2 , 2 5 6 , 5 5 0 , 2 9 9  1 , 4 2 1 , 8 1 8 , 0 5 6  2 4 , 1 3 6 , 9 9 8  1 3 , 5 4 4 , 2 0 9   3 0 , 2 1 6 , 2 5 3  1 7 , 6 0 9 , 4 4 4   

県 に 占 め る

対 馬 の 割 合  
3 1 . 2 6 %  3 1 . 0 %  3 1 . 6 3 %  3 1 . 2 8 %  2 2 . 0 7 %  2 0 . 8 0 %  

国 計 （ 当 初 内

示 ベ ー ス ）  
  4 , 5 4 9 , 5 1 1 , 2 3 8    4 1 , 8 4 0 , 0 0 0    5 7 , 6 3 0 , 0 0 0  
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事  業  項  目  
平 成 24 年 度 実 績  平 成 25 年 度 実 績  

事  業  費    事  業  費     国  費   国   費  

河   川  4 , 4 0 0  2 0 0 , 7 0 0  9 7 , 6 7 2   2 , 2 0 0   

ダ   ム  0  0  0   0   

砂   防  5 5 , 3 6 7  2 0 0 , 7 6 3  1 0 0 , 3 8 1   2 7 , 6 8 3   

治   山  2 2 8 , 1 9 8  7 7 7 , 0 5 1  3 8 8 , 5 2 7   1 1 4 , 0 9 9   

建 設 海 岸  0  7 , 0 0 0  3 , 8 5 0   0   

港 湾 海 岸  0  0  0   0   

漁 港 海 岸  0  0  0   0   

農 地 海 岸  0  0  0   0   

道   路  1 , 2 6 3 , 1 9 7  3 , 7 9 6 , 2 1 5  2 , 4 9 4 , 9 8 9   8 9 2 , 9 8 8   

街   路  2 3 0 , 4 6 0  3 0 , 0 6 9  2 1 , 0 4 8   1 7 2 , 4 9 5   

港   湾  1 , 6 6 3 , 9 4 0  1 , 1 9 8 , 5 2 5  7 5 9 , 8 5 0   9 4 3 , 9 4 9   

空   港  2 , 0 0 0  2 2 9 , 8 8 9  2 2 4 , 7 5 5   2 , 0 0 0   

区 画 整 理  0  0  0   0   

水 産 基 盤  2 , 2 5 2 , 8 8 8  4 , 7 1 0 , 8 6 8  2 , 8 7 0 , 3 4 8   1 , 2 8 5 , 9 3 8   

農 業 基 盤  0  8 0  8 0   0   

造   林  5 6 3 , 6 9 2  5 9 9 , 1 8 4  1 8 1 , 4 5 9   1 8 9 , 7 6 4   

林   道  0  9 3 , 2 0 9  4 6 , 6 0 4   0   

都 市 公 園  0  0  0   0   

下  水  道  0  0  0   0   

水 道 施 設  2 3 8 , 6 0 0  5 0 5 , 3 0 0  2 5 2 , 6 5 0   1 1 9 , 3 0 0   

廃  棄  物  2 8 4 , 0 0 3  7 6 6 , 0 0 8  3 2 2 , 6 3 1   1 4 5 , 7 9 7   

電 気 導 入  0  0  0   0   

対  馬  計  6 , 7 8 6 , 7 4 5  1 3 , 1 1 4 , 8 6 1  7 , 7 6 4 , 8 4 4   3 , 8 9 6 , 2 1 3   

県   計  1 6 , 1 5 5 , 8 3 1  2 9 , 9 2 1 , 3 7 5  18,031,031  9 , 9 5 2 , 3 2 3   

県 に 占 め る 対

馬 の 割 合  
4 2 . 0 1 %  4 3 . 8 3 %  4 3 . 0 6 %  3 9 . 1 5 %  

国 計 （ 当 初 内

示 ベ ー ス ）  
    46,796,000 3 7 , 7 4 4 , 0 0 0  
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（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）   

事  業  項  目  
平 成 26 年 度 実 績  昭 和 28 年 度 ～ 平 成 26 年 度 実 績  

事  業  費     国   費  事  業  費  構 成 比  国   費  

河   川  3 1 0 , 9 5 6  1 5 5 , 4 7 8   3 0 , 6 7 8 , 9 2 5  4 . 1 %  1 3 , 2 8 9 , 7 4 5  

ダ   ム  0  0   2 8 , 5 8 5 , 5 3 8  3 . 8 %  1 4 , 0 9 8 , 5 2 8  

砂   防  2 6 4 , 7 9 3  1 3 2 , 3 9 7   1 1 , 0 2 2 , 9 0 8  1 . 5 %  6 , 2 7 9 , 2 1 3  

治   山  9 4 4 , 4 8 7  4 7 2 , 2 4 4   1 0 , 4 7 9 , 8 2 0  1 . 4 %  5 , 3 9 0 , 0 7 3  

建 設 海 岸  3 2 1 , 3 0 0  1 7 6 , 7 1 5   4 , 8 6 1 , 4 8 4  0 . 6 %  2 , 6 4 4 , 0 6 2  

港 湾 海 岸  1 1 , 0 0 0  6 , 0 5 0   7 , 8 4 5 , 0 8 8  1 . 0 %  3 , 6 7 1 , 6 9 7  

漁 港 海 岸  9 , 7 2 4  5 , 3 4 9   1 3 , 9 3 5 , 3 0 8  1 . 8 %  6 , 9 0 5 , 2 9 5  

農 地 海 岸  0  0   6 , 2 8 0 , 3 6 3  0 . 8 %  3 , 0 4 8 , 9 1 5  

道   路  5 , 1 4 4 , 3 4 7  3 , 4 1 4 , 2 6 8   1 7 8 , 8 5 4 , 2 6 6  2 3 . 7 %  1 0 5 , 8 6 6 , 1 9 7  

街   路  3 4 , 3 4 4  2 4 , 0 4 1   3 , 8 2 9 , 0 2 4  0 . 5 %  2 , 0 9 4 , 4 4 8  

港   湾  1 , 4 4 0 , 2 7 9  8 9 1 , 6 5 5   8 5 , 7 9 8 , 4 4 9  1 1 . 4 %  6 3 , 1 1 7 , 3 4 5  

空   港  1 6 9 , 6 9 0  1 4 5 , 9 3 2   1 1 , 3 5 6 , 3 6 5  1 . 5 %  1 0 , 2 3 6 , 0 4 8  

区 画 整 理  0  0   0  0 . 0 %  0  

水 産 基 盤  4 , 2 8 4 , 8 8 3  2 , 7 0 4 , 4 7 0   2 3 8 , 1 5 0 , 4 0 0  3 1 . 6 %  1 7 7 , 2 9 7 , 6 8 7  

農 業 基 盤  6 0  6 0   3 0 , 5 6 8 , 4 0 9  4 . 1 %  1 6 , 2 9 9 , 6 6 0  

造   林  8 1 5 , 4 9 7  2 4 4 , 6 4 9   2 6 , 0 6 5 , 7 5 6  3 . 5 %  7 , 8 3 0 , 7 7 7  

林   道  1 9 9 , 7 8 4  9 9 , 8 9 2   1 7 , 6 8 4 , 0 6 9  2 . 3 %  9 , 1 3 0 , 1 6 1  

都 市 公 園  0  0   1 0 , 3 0 1 , 0 5 0  1 . 4 %  5 , 0 0 5 , 0 0 0  

下  水  道  0  0   1 2 9 , 5 0 0  0 . 0 %  5 0 , 8 0 0  

水 道 施 設  4 1 3 , 5 0 0  2 0 6 , 7 5 0   2 3 , 1 1 6 , 7 3 3  3 . 1 %  1 1 , 4 6 1 , 3 6 6  

廃  棄  物  2 2 6 , 8 9 1  2 8 , 7 8 2   1 4 , 3 3 9 , 1 0 8  1 . 9 %  5 , 6 2 1 , 6 0 4  

電 気 導 入  0  0   2 1 1 , 2 8 3  0 . 0 %  5 8 , 6 5 2  

対  馬  計  1 4 , 5 9 1 , 5 3 5  8 , 7 0 8 , 7 3 2   7 5 4 , 0 9 3 , 8 4 6  1 0 0 . 0 %  4 6 9 , 3 9 7 , 2 7 3  

県   計  3 1 , 1 9 2 , 2 2 2  1 8 , 7 7 0 , 3 9 0   2 , 3 8 8 , 1 7 2 , 9 7 8    1 , 4 9 9 , 7 2 5 , 4 5 3  

県 に 占 め る 対

馬 の 割 合  
4 6 . 7 8 %  4 6 . 4 0 %  3 1 . 5 8 %  

 
3 1 . 3 0 %  

国 計（ 当 初 内 示

ベ ー ス ）  
  5 0 , 2 9 5 , 0 0 0      4 , 7 8 3 , 8 1 6 , 2 3 8  

 

 

2． 国 境 離 島 新 法 実 現 に 向 け た 取 組    

離 島 振 興 法 に 基 づ く 公 共 投 資 に よ り 産 業 基 盤 や 生 活 環 境 の 改 善 は 図

ら れ た が 、対 馬 を は じ め と し た 国 境 離 島 で は 本 土 か ら の 距 離 が 遠 い 地 理

的 ハ ン デ な ど も あ り 島 外 に 人 が 流 出 し 、 人 口 が 減 少 し て い る 。  

国 境 離 島 は 、我 が 国 の 領 域 、排 他 的 経 済 水 域 等 の 保 全 、海 洋 資 源 の 利

用 等 、海 洋 政 策 上 、国 家 的 に 重 要 な 役 割 を 担 う 一 方 で 、そ の 地 理 的 条 件
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か ら 交 通 、 イ ン フ ラ 整 備 な ど の 諸 問 題 が 顕 著 に 現 れ る 地 域 で も あ る 。  

将 来 に わ た り 、国 境 離 島 が そ の 役 割 を 果 た し て い く た め に は 、他 の 離

島 へ の 支 援 策 よ り 更 に 強 力 な 支 援 策 が 必 要 と な る こ と か ら 、国 境 離 島 の

振 興 に 関 す る 新 法 の 早 期 制 定 に つ い て 、県 及 び 関 係 市 町 が 一 体 と な っ て

取 り 組 ん で い る 。  

 

○ 国 境 離 島 新 法 実 現 に 向 け た 主 な 取 組  

・ 平 成 24 年 9 月  長 崎 県 離 島 振 興 協 議 会 内 に 新 法 制 定 の 要 望 活 動 を  

目 的 と し た 長 崎 県 国 境 離 島 振 興 専 門 委 員 会 設 立  

・ 平 成 25 年 6 月  県 政 府 施 策 要 望 で 要 望 （ 平 成 26・ 27 年 も 要 望 ）  

・ 平 成 26 年 6 月  太 田 国 土 交 通 大 臣 へ 要 望 （ 県 ・ 関 係 市 町 ）  

・ 平 成 27 年 3 月  石 破 地 方 創 生 担 当 大 臣 へ 要 望 （ 県 ・ 関 係 市 町 ）  

・ 平 成 27 年 3 月  対 馬 市 国 境 離 島 新 法 制 定 期 成 会 設 立  

・ 平 成 27 年 4 月  国 境 離 島 新 法 制 定 対 馬 市 総 決 起 大 会 開 催  

・平 成 27 年 4 月  太 田 国 土 交 通 大 臣 対 馬 視 察 時 に 要 望（ 県・対 馬 市 ） 

 

第 2 節  地 域 づ く り  

離 島 振 興 法 に よ る 補 助 率 の か さ 上 げ に よ り 、こ れ ま で に さ ま ざ ま な 社

会 生 活 基 盤 の 整 備 が 行 わ れ て き た が 、今 後 の 地 域 振 興 は 、基 盤 整 備 だ け

で は な く 、 地 域 住 民 が 地 域 の 暮 ら し や 歴 史 •文 化 を 見 つ め 直 し 、 自 ら の

力 で 地 域 づ く り を 創 造 し て い く 必 要 が あ る 。特 に 対 馬 市 誕 生 に よ り 、こ

れ ま で 以 上 に 広 域 的 な 行 政 が 行 わ れ る な か に あ っ て は 、地 域 住 民 の 取 組

が 今 ま で 以 上 に 期 待 さ れ る 。  

対 馬 に お い て は 、 独 自 の 自 然 や 歴 史 •文 化 な ど の 地 域 資 源 を 活 か し た

地 域 づ く り は も と よ り 、 最 大 の 独 創 性 と も い え る 韓 国 と の 地 理 的 条 件 、

交 流 の 歴 史 を 最 大 限 に 活 か し た 地 域 づ く り に 向 け て 、行 政 と 民 間 が 一 体

と な っ て 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  
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1． ま ち づ く り  

（ 1） 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー 制 度  

対 馬 市 で は 、こ れ ま で の 行 政 主 導 の 地 域 づ く り か ら 、地 域 住 民 と 地 域

を 担 当 す る 職 員（ 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー ）が 、地 域 の 問 題 や 地 域 活 性 化 の た

め に 実 施 す べ き こ と な ど に つ い て 、共 に 考 え 、汗 を 流 し 、行 動 し て い く

こ と を 目 指 し 、 平 成 21 年 4 月 よ り 全 校 区 に お い て 『 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー

制 度 』 が ス タ ー ト し て い る 。  

 

（ ア ） 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー の 目 的  

地 域（ 行 政 区 ）の 住 民 と 地 域 を 担 当 す る 職 員 が 、一 緒 に 汗 を 流 し 、生

活 に 身 近 な 課 題 の 解 決 や 地 域 の 将 来 に つ い て 、話 し 合 い 、行 動 す る こ と

を 目 的 と し て い る 。  

 

（ イ ） 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー の 役 割  

地 域（ 行 政 区 ）と 市 役 所 を 結 ぶ 架 け 橋 と し て 、次 の よ う な 役 割 を 果 た

し て い る 。  

〇 市 の 各 担 当 部 局 の 施 策 や 事 業 、 目 標 等 に つ い て 説 明 を 行 い 、 市 の 取

組 を 地 域 住 民 と 共 有 す る 。  

○ 地 域 づ く り や ま ち づ く り に 対 す る 住 民 の ア イ デ ィ ア を 市 の 取 組 に 活

か せ る よ う 情 報 を 収 集 す る 。  

○ 地 域 の 身 近 な 問 題 や 課 題 に つ い て 、 話 し 合 う 場 に 参 加 し 、 住 民 と 一

緒 に 解 決 策 を 考 え る 。  

○ 地 域 の 要 望 に つ い て も 、 地 域 主 体 で 出 来 る こ と は な い か を 共 に 話 し

合 う 。  

〇 地 域 の 取 組 状 況 に 応 じ 、国 •県 •市 •財 団 な ど の 補 助 制 度 の 活 用 や 、ま

ち づ く り ア ド バ イ ザ ー の 派 遣 を 行 う 。  

 

（ ウ ） 地 域 マ ネ ー ジ ャ ー の 配 置  

地 域 マ ネ ー ジ ャ ー は 、 地 域 の 方 々 の 結 び つ き が 強 く 、 育 成 会 •ス ポ ー
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ツ 大 会 等 、地 域 間 の 交 流 が 盛 ん な 小 学 校 区 を 一 つ の ブ ロ ッ ク と し て 、校

区 内 に リ ー ダ ー 1 人 、サ ブ リ ー ダ ー 若 干 名 を 、ま た 、各 行 政 区 に 複 数 の

地 域 担 当 マ ネ ー ジ ャ ー を 配 置 し て い る 。  

 

（ 平 成 27 年 11 月 現 在 、対 馬 市 25 小 学 校 区（ 一 部 、旧 小 学 校 区 を 含 む ）、

181 行 政 区 に 349 人 の 職 員 を 配 置 ) 
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第 16‐ 2 図  地 域 マ ネ ー ジ ャ ー 制 度 の 流 れ  

 

 

 

 

 

第 16－2 図 地域マネージャー制度の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハード・ソフトに関わらず計画が出来上が

った地域は、市はもとより、国・県・財団 

民間企業・大学など様々な補助・助成制度を

活用し、計画の実現を図ります。 

 
第 1段階 職員が地域に入ります。 

地域の総合窓口として 

地域と行政の架け橋的存在として、地域内の

話し合いの場への参加、各種行政情報の提供、

地域からのアイディア収集を行います。 

 
第２段階 地域に溶け込みます。 

地域と行政の信頼関係の担い手として 

地域の課題を市民と共に洗い出し、話し合う

場の設定に向けた取組みを行います。 

 
第３段階 共に考えます。 

地域と行政の協働意識を高める 

地域の活性化、元気な地域づくりに向けたま

ちづくりの取組み、地域資源を活用した取組

み（現地調査、ワークショップなど）を開催し

一緒に地域の将来を考えます。 

 
第４段階 共に作り上げます。 

地域活性化のための取組み、地域づくり計画の策定 

市民協働による地域の取組み計画を作成！ 

事業の詳細、官民の役割分担、資金計画など計画

実現のための地域づくり計画を作成します。 

市民協働のまちづくりの確立を目指します！ 
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（ 2） 各 種 イ ベ ン ト の 開 催  

各 地 域 で は 、 様 々 な 特 色 を 活 か し た イ ベ ン ト 、 特 に 歴 史 的 •地 理 的 に

近 い 関 わ り を 有 す る 韓 国 と の 交 流 を テ ー マ と し た イ ベ ン ト の 開 催 が 盛

ん に な っ て き て い る 。  

毎 年 8 月 に 厳 原 町 で 開 催 さ れ て い る「 厳 原 港 ま つ り 」は 、朝 鮮 通 信 使

行 列 の 再 現 や 韓 国 舞 踏 団 の 出 演 で 全 国 的 に 知 ら れ る 祭 り と な っ て い る 。

特 に 朝 鮮 通 信 使 行 列 は 、 平 成 14 年 に 「 日 韓 国 民 交 流 年 」 を 記 念 し て 行

わ れ た 釜 山 市 で の JAPAN-KOREA 市 民 交 流 フ ェ ス テ ィ バ ル や 、 平 成 16 年

の 対 馬 市 で の 日 韓 交 流 対 馬 大 会 、 平 成 19 年 に は 全 国 の 朝 鮮 通 信 使 ゆ か

り の 地 に お い て 、「 江 戸 時 代 朝 鮮 通 信 使 訪 日 400 周 年 記 念 事 業 」 が 実 施

さ れ る な ど 、国 内 外 の 各 種 イ ベ ン ト に お い て も 再 現 さ れ 、好 評 を 博 し て

い る 。  

ま た 、上 対 馬 町 で は 、平 成 9 年 か ら「 国 境 マ ラ ソ ン Ｉ Ｎ 対 馬 」を 開 催

し 、 全 国 は も と よ り 韓 国 か ら も ラ ン ナ ー 達 が 集 い 、 健 脚 を 競 っ て お り 、

平 成 13 年 4 月 に は 「 韓 国 慶 州 さ く ら マ ラ ソ ン 」 と 姉 妹 提 携 し 、 さ ら に

大 き な イ ベ ン ト と な っ て い る 。  
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第 16‐ 2 表  対 馬 島 内 の 主 な 地 域 活 性 化 グ ル ー プ  

 

グ ル ー プ 名  主 な 活 動 内 容  連 絡 先  

佐 須 響 心 会  

厳 原 町 佐 須 地 域 を 中 心 と し て 、 太 鼓 の 指 導 と 、

地 域 祭 り 等 の 地 域 づ く り イ ベ ン ト に 精 力 的 に

取 り 組 ん で い る 。  

〒 8 1 7 - 0 2 4 3  

対 馬 市 厳 原 町 樫 根 19

番 地  

対 馬 グ リ ー ン ・

ブ ル ー ツ ー リ ズ

ム 協 会  

旅 行 者 を 受 け 入 れ 、 対 馬 の 民 家 の あ り の ま ま

の 生 活 を 体 験 し て も ら う こ と で 、 対 馬 フ ァ ン

を 増 や し 、 農 山 漁 村 地 域 の 活 性 化 と 、 都 市 部

と 農 山 漁 村 の 交 流 を 進 め る こ と を 目 的 と し て

い る 。 事 務 局 は 広 報 や 各 会 員 の 相 互 協 賛 の 場

の 提 供 と し て 、 総 会 や 研 修 会 ・ 視 察 な ど の 企

画 ・ 運 営 を 行 な っ て い る 。  

〒 8 1 7 - 1 5 3 3  

対 馬 市 上 県 町 志 多 留

20 8 番 地  

電 話 09 2 0 - 8 5 - 1 7 5 6  

対 馬 の 自 然 と 文

化 を 守 る 会  

対 馬 の 自 然 を 守 る 活 動 、 対 馬 の 歴 史 ・ 文 化 の

継 承 を 行 な っ て い る 。 ま た 、「 対 馬 の 自 然 を 文

化 」 を 発 刊 し て い る 。  

〒 8 1 7 - 0 0 2 1  

対 馬 市 厳 原 町 今 屋 敷

66 8  

電 話 0 9 2 0 - 5 2 - 3 3 1 2  

対 馬 芳 洲 会  

雨 森 芳 洲 先 生 の 偉 大 な 国 際 性 の 理 念 と 遺 徳 を

顕 彰 し 、 文 教 の 風 土 の 興 隆 を 図 る こ と を 目 的

と す る 。  

  

ツ シ マ ヤ マ ネ コ

応 援 団  

ツ シ マ ヤ マ ネ コ を は じ め と す る 対 馬 の 自 然 や

野 生 動 物 を 守 り 、 次 世 代 へ 引 き 継 ぐ こ と を 目

的 と し て 、 森 づ く り プ ロ ジ ェ ク ト や 交 通 事 故

対 策 プ ロ ジ ェ ク ト 、 普 及 啓 発 活 動 を 行 な っ て

い る 。  

〒 8 1 7 - 1 6 0 3  

対 馬 市 上 県 町 佐 護

29 5 6 - 5  対 馬 野 生 生

物 保 護 セ ン タ ー 内  

電 話 09 2 0 - 8 4 - 5 5 7 7  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  朝 鮮 通 信

使 縁 地 連 絡 協 議

会  

朝 鮮 通 信 使 を 通 し た 国 際 交 流 事 業 及 び 地 域 振

興 事 業 の 開 催 並 び に 関 連 資 料 の 調 査 研 究 事

業 。 特 に 、 現 在 は ユ ネ ス コ 記 憶 遺 産 登 録 推 進

事 業 を 展 開 中 。  

〒 8 1 7 - 8 5 1 0  

対 馬 市 厳 原 町 国 分

14 4 1 番 地  

電 話  0 9 2 0 - 5 3 - 6 1 1 1  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  対 馬 郷 宿  

ま ち づ く り の 推 進 や 文 化 の 振 興 等 の 地 域 活 性

化 を 目 指 す 様 々 な 活 動 及 び 地 域 情 報 化 推 進 に

関 す る 事 業 を 行 い 、 対 馬 に お け る 多 種 多 様 な

市 民 活 動 を 実 践 的 に 支 援 し 、 地 域 間 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 等 の 活 性 化 を 図 り 、 地 域 住 民 と 企

業 と 行 政 と の 協 働 を と お し た 市 民 活 動 の 定 着

に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

〒 8 1 7 - 0 0 1 3  

対 馬 市 厳 原 町 中 村 58 4

番 地  

電 話  0 9 2 0 - 5 2 - 2 4 2 2  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  對 馬 次 世

代 協 議 会  

対 馬 の 資 源 を 活 用 し た 商 品 開 発 を 主 と し て 、

対 馬 に お い て 開 催 さ れ る イ ベ ン ト へ の 協 力 、

対 馬 の 若 者 が 集 い 語 り 合 え る 場 の 醸 成 等 に 取

り 組 ん で い る 。  

〒 8 1 7 - 0 0 2 4  

対 馬 市 厳 原 町 大 手 橋

10 5 5 番 地  

電 話 09 2 0 - 5 2 - 7 1 3 5  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  対 馬 や な

し こ 連 合  

上 対 馬 名 物 で あ る 「 上 対 馬 と ん ち ゃ ん 」 を 地

域 お こ し イ ベ ン ト に 出 展 し 、 対 馬 の 知 名 度 の

上 昇 に 貢 献 し て い る 。 ま た 、 地 元 学 校 等 で の

対 馬 に 関 す る 講 演 を 行 な っ て い る 。  

〒 8 1 7 - 1 5 3 3  

対 馬 市 上 県 町 志 多 留

20 8 番 地  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  ツ シ マ ヤ

マ ネ コ を 守 る 会  

ツ シ マ ヤ マ ネ コ へ の 給 餌 、 保 護 区 用 地 の 取 得 、

水 飲 み 場 の 設 置 を 行 な っ て い る 。  

〒 8 1 7 - 1 6 0 3  

対 馬 上 県 町 佐 護

29 5 6 - 5  対 馬 野 生 生

物 保 護 セ ン タ ー 内  

電 話 09 2 0 - 8 4 - 5 1 0 0  

特 定 非 営 利 活 動

法 人  森 里 海 再

生 協 議 会  

市 民 、 事 業 者 、 行 政 機 関 と 連 携 し て 、 海 を 育

む 森 林 の 保 全 活 動 や 、 河 川 や 海 の 浄 化 活 動 な

ど の 環 境 保 全 活 動 及 び 、 ホ ー ム ペ ー ジ 、 冊 子

等 で 対 馬 の 観 光 Ｐ Ｒ を し て い る 。  

〒 8 1 7 - 0 3 2 2   

対 馬 市 美 津 島 町 鶏 知

甲 48 6 - 3  

電 話 0 9 2 0 - 5 4 - 5 4 5 4  


